
題
字

　

嘉
本　

航
大

　
（
出
雲
郷
小
６
年
）

紙
面
編
集
・
藤
原
　
正
司

能登半島
地震支援
受付先の
詳細はこ
ちらから

ペ
ッ
ト
専
用
の
火
葬
場
設
置
に
向
け
て

話
し
合
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
に
ま
る
サ
ポ

ー
ト
隠
岐
の
会
員
ら
‖
島
根
県
隠
岐
の

島
町
西
町
、
隠
岐
島
文
化
会
館

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
記
念

し
て
記
念
写
真
に
納
ま
る
関
係

者
‖
島
根
県
吉
賀
町
六
日
市
、

町
役
場

自
治
医
科
大
に
入
学
す
る
（
左
か
ら
）
加
藤

蒼
梧
さ
ん
、
亀
山
大
翔
さ
ん
、
川
向
美
琴
さ

ん
‖
松
江
市
殿
町
、
島
根
県
庁

中
村
英
明
町
長
（
右
）
に
答
申

書
を
手
渡
す
谷
口
晋
一
委
員
長

‖
鳥
取
県
日
南
町
霞
、
町
役
場

　
【
本
社
】
島
根
県
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
（
松
江
市
大
輪
町
、
小
村
慎

二
理
事
長
）
�
万
円
▽
巳
十
喜
の
会
（雲

南
市
木
次
町
、
小
村
光
正
代
表
）
２
万

１
８
４
２
円
▽
島
根
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
連
盟
（
出
雲
市
）
８
万
円
▽
島
根
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
鹿
島
利
用
者
有
志

（
松
江
市
鹿
島
町
）
１
万
５
２
５
２
円

▽
松
江
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
３
万

２
５
６
２
円
▽
久
利
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
募
金
箱
（
大
田
市
久
利
町
）
２
万

円　
【
出
雲
総
局
】
藤
増
ス
ト
ア
ー
知
井

宮
店
・
古
志
店
お
客
様
一
同
（
出
雲
市

知
井
宮
町
）
８
万
２
千
円

　
■
お
知
ら
せ
■

　
義
援
金
は
、
郵
便
振
替
、
現
金

書
留
で
送
金
し
て
い
た
だ
く
か
、

本
社
お
よ
び
出
先
へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。
物

資
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
金
額

や
名
前
を
山
陰
中
央
新
報
に
掲
載

し
ま
す
。
匿
名
希
望
の
方
は
「
匿

名
希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
手
数
料
は
ご
負
担
を
お
願
い

し
ま
す
。
３
月
�
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

　
◇
現
金
書
留
送
り
先
　
〒
６
９

０
―
８
６
６
８
松
江
市
殿
町
３
８

３
、
山
陰
中
央
新
報
社
会
福
祉
事

業
団
「
能
登
半
島
地
震
義
援
金
」

係　
◇
郵
便
振
替
　
口
座
番
号
０
１

３
２
０
―
２
―
１
０
７
２
０
７
、

加
入
者
名
に
「
山
陰
中
央
新
報
社

会
福
祉
事
業
団
」
、
通
信
欄
に
「
能

登
半
島
地
震
義
援
金
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い

　
◇
持
参
先
　
山
陰
中
央
新
報
社

本
社
３
階
（
松
江
市
）
、
西
部
本

社
（
浜
田
市
）
お
よ
び
出
雲
、
鳥

取
、
米
子
の
各
総
局

　
◇
受
付
時
間
　
土
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く
午
前
�
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

　
共
産
党
鳥
取
県
委
員
会
（
岩

永
尚
之
委
員
長
）
が
�
日
、
鳥

取
県
議
２
人
の
辞
職
と
失
職
に

伴
う
同
県
議
会
鳥
取
市
選
挙
区

補
欠
選
挙
（
被
選
挙
数
２
）
で

候
補
者
の
擁
立
を
見
送
り
、
自

主
投
票
に
す
る
と
発
表
し
た
。

既
に
立
候
補
表
明
し
て
い
る
日

本
維
新
の
会
公
認
の
１
人
と
無

所
属
の
２
人
の
新
人
３
人
に
よ

る
三
つ
ど
も
え
の
構
図
が
固
ま

っ
た
。

　
鳥
取
市
選
挙
区
（
定
数
�
、

欠
員
２
）
で
１
議
席
を
持
つ
共

産
は
、
議
席
増
や
次
期
衆
院
選

を
見
据
え
た
党
勢
拡
大
を
狙

い
、
新
人
の
擁
立
を
目
指
し
て

き
た
が
、
候
補
者
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
同
補
選
は
�
日
告
示
、
�
日

投
開
票
。
立
憲
民
主
、
国
民
民

主
各
党
と
社
民
党
県
連
が
推
薦

す
る
連
合
鳥
取
組
織
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
吉
田
正
氏
（�
）、
維
新

公
認
の
元
鳥
取
市
議
の
玉
木
裕

一
氏
（�
）、
自
民
党
が
推
薦
す

る
猟
師
で
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

山
本
暁
子
氏
（�
）が
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
。

　
２
月
�
日
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
に
出
席
し
た
男
性
は
立

候
補
を
見
送
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
福
間
崇
広
）

　
島
根
県
隠
岐
の
島
町
の
住
民
有
志
が
、
ペ
ッ
ト
専
用
の
火
葬
場

設
置
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
町
内
に
は
ペ
ッ
ト
の
火
葬
場
が
な

く
、
飼
育
数
が
少
な
い
た
め
民
間
業
者
が
参
入
す
る
見
込
み
が
薄

い
。
住
民
は
安
心
し
て
最
後
ま
で
飼
育
し
た
い
と
願
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
立
ち
上
げ
、
今
秋
に
も
運
営
を
始
め
よ
う
と
準
備
に
奔
走

す
る
。

（
鎌
田
剛
）

　
島
根
県
吉
賀
町
は
�
日
、
手

話
を
言
語
と
し
て
認
め
、
普
及

を
促
進
す
る
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
た
。
県
内
自
治
体
で
は

出
雲
、
益
田
両
市
に
続
き
３
番

目
。
津
和
野
町
も
�
日
に
制
定

す
る
見
通
し
で
、
益
田
圏
域
の

全
３
市
町
で
条
例
が
整
う
。
関

係
者
は
制
定
の
広
が
り
に
期
待

し
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
は
、
ろ
う
者

に
と
っ
て
手
話
は
欠
か
せ
な
い

独
自
の
言
語
で
あ
る
と
位
置
付

け
、
普
及
を
掲
げ
る
。
２
０
１

７
年
に
出
雲
市
、
�
年
に
益
田

市
が
制
定
し
て
い
る
。

　
吉
賀
町
は
、
地
元
の
聴
覚
障

害
者
協
会
か
ら
の
要
望
を
受
け

た
ほ
か
、
全
て
の
障
害
者
が
必

要
な
情
報
を
取
得
し
、
円
滑
な

意
思
疎
通
が
で
き
る
社
会
を
目

指
す
「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
策
推
進
法
」
施
行
を
受

け
、
制
定
を
検
討
。
こ
の
日
の

町
議
会
本
会
議
で
条
例
案
が
全

会
一
致
で
可
決
、
同
日
施
行
さ

れ
た
。

　
益
田
市
と
津
和
野
、
吉
賀
両

町
の
ろ
う
者
で
つ
く
る
益
田
市

聴
覚
障
害
者
協
会
の
金
井
和
義

会
長
（�
）は
「
島
根
県
西
部
か

ら
県
全
体
に
波
及
す
る
よ
う
期

待
し
た
い
。
手
話
へ
の
理
解
を

広
げ
、
壁
を
な
く
し
て
い
け
た

ら
い
い
」
と
喜
ん
だ
。

　
町
内
に
は
通
訳
者
１
人
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
者

は
�
人
い
る
。
町
は
�
年
度
、

吉
賀
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
し

た
養
成
講
座
を
計
画
す
る
。

　
　
　
　
　
（
藤
本
ち
あ
き
）

　
◇
吉
賀
町
議
会
が
�
議
案
可
決
　
３

月
定
例
島
根
県
吉
賀
町
議
会
は
�
日
、

本
会
議
を
開
き
、
総
額
９
３
０
０
万
円

を
減
額
す
る
２
０
２
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
や
、
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
案
な
ど
�
議
案
を
原
案
通
り
可

決
、
同
意
し
た
。

　
同
補
正
予
算
案
の
主
な
歳
出
は
、
医

療
介
護
従
事
者
住
宅
の
改
修
工
事
費
２

５
０
０
万
円
、
担
い
手
関
連
支
援
事
業

費
２
４
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
減

額
。
一
方
、
除
雪
委
託
料
３
千
万
円
、

橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）
新
設
改
良
補

助
事
業
費
３
千
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
前

年
度
同
期
比
２
・
８
％
増
の
�
億
４
７

０
０
万
円
と
な
る
。

　
�
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど

�
議
案
は
最
終
日
の
�
日
に
採
決
す

る
。

　
◇
隠
岐
広
域
連
合
（
４
月
１
日

付
、
県
や
町
村
な
ど
か
ら
派
遣
さ

れ
る
職
員
を
除
く
）

　
【
隠
岐
広
域
連
合
事
務
局
】
介

護
保
険
課
長
（
隠
岐
病
院
地
域
連

携
室
室
長
補
佐
）
上
野
俊
之

　
【
隠
岐
病
院
】
地
域
連
携
室
長

（
隠
岐
広
域
連
合
事
務
局
介
護
保

険
課
長
）
藤
野
実
▽
看
護
部
長
（
看

護
部
次
長
）
高
村
浩
美
▽
３
階
東

病
棟
看
護
科
師
長
（
３
階
西
病
棟

看
護
科
副
師
長
）
藤
田
美
紀
▽
３

階
西
病
棟
看
護
科
師
長
（
３
階
西

病
棟
看
護
科
副
師
長
）
加
藤
真
紀

子
▽
４
階
病
棟
看
護
科
師
長
（
看

護
部
付
看
護
師
長
）
田
尻
友
子

　
【
診
療
所
】
事
務
長
（
隠
岐
病

院
経
営
課
経
営
業
務
係
長
）
野
津

晶　
【
消
防
本
部
】
消
防
長
（
消
防

署
長
）
田
中
勤
▽
島
前
分
署
長
（
海

士
出
張
所
所
長
）
斉
藤
義
幸
▽
予

防
課
長
（
予
防
課
長
補
佐
）
間
瀬

純
次
▽
消
防
署
長
（
警
防
課
長
補

佐
）
沢
田
敏
夫
▽
警
防
課
長
（
知

夫
出
張
所
所
長
）
若
林
隆
造

　
　
　
　
　
　
◇

　
全
名
簿
は
山
陰
中
央
新
報
デ
ジ

タ
ル
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
日
）

　
＜
松
江
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
県

市
町
村
振
興
協
会
評
議
員
会
。
内
部
協

議
。
午
後
、
同
。
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
　
Ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
　
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
　
２
．
０
に
関
す

る
懇
談
会
。
２
０
２
３
年
度
全
国
選
抜

小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会
審
査
員

特
別
賞
の
受
賞
報
告
で
島
根
大
付
属
義

務
教
育
学
校
６
年
の
俵
恵
太
さ
ん
。
内

部
協
議
。
「
市
新
た
な
観
光
財
源
検
討

委
員
会
報
告
書
」
の
提
出
で
、
市
新
た

な
観
光
財
源
検
討
委
員
会
の
田
中
治
会

長
ら
。
内
部
協
議
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し

ま
ね
「
あ
っ
た
か
元
気
便
」
春
休
み
パ

ッ
キ
ン
グ
。

　
＜
浜
田
＞
　
午
前
、
市
議
会
予
算
決

算
委
員
会
。
午
後
、
同
。
内
部
協
議
。

　
＜
出
雲
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
出

雲
ブ
ラ
ン
ド
商
品
認
定
式
で
ア
イ
レ
ッ

ク
の
森
山
信
雄
代
表
取
締
役
社
長
、
出

雲
ブ
ラ
ン
ド
商
品
認
定
審
査
会
の
山
崎

幸
一
委
員
長
。
午
後
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

寄
贈
で
ひ
ら
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
加
藤
昇
代

表
取
締
役
会
長
ら
。
内
部
協
議
。
神
西

湖
漁
業
協
同
組
合
の
赤
木
努
代
表
理
事

組
合
長
、
湖
陵
大
敷
の
中
尾
瑞
枝
取
締

役
ら
。

　
＜
益
田
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
美

作
大
学
生
活
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
の

田
中
涼
講
師
ら
。
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
宮
本
一
成
代
表
取
締
役
ら
。
午
後
、

第
４
期
市
地
域
福
祉
計
画
審
議
会
。
内

部
協
議
。
第
２
回
市
未
来
の
担
い
手
育

成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

　
＜
大
田
＞
　
終
日
、
内
部
協
議
。

　
＜
安
来
＞
　
岡
山
市
出
張
中
。
午
前
、

松
江
市
へ
移
動
。
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
組
合
会
。
同
互
助
会
運
営
委
員
会
。

安
来
市
へ
移
動
。
午
後
、
米
子
市
へ
移

動
。
鳥
取
大
医
学
部
付
属
病
院
の
武
中

篤
病
院
長
。
安
来
市
へ
移
動
。
内
部
協

議
。
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
３
位
入

賞
報
告
で
安
来
第
一
中
学
校
の
瀬
川
茉

乃
さ
ん
、
県
科
学
作
品
展
中
学
校
の
部

県
知
事
賞
受
賞
報
告
で
同
校
の
原
壮
良

さ
ん
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

県
知
事
賞
受
賞
報
告
で
同
校
の
仙
田
一

珠
さ
ん
ら
、
し
ま
ね
小
中
学
生
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
報
告
で
十
神

小
学
校
の
大
屋
壮
太
郎
さ
ん
ら
。
内
部

協
議
。

　
＜
江
津
＞
　
午
前
、
出
雲
市
へ
移
動
。

県
の
山
口
修
平
病
院
事
業
管
理
者
。
江

津
市
へ
移
動
。
午
後
、
市
議
会
予
算
決

算
委
員
会
。

　
＜
雲
南
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
ス

チ
ー
ム
シ
ッ
プ
の
藤
山
雷
太
代
表
取
締

役
ら
。
内
部
協
議
。
午
後
、
農
家
所
得

向
上
を
目
指
し
た
新
商
品
の
試
食
会
。

内
部
協
議
。

　
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
養

成
す
る
自
治
医
科
大
（
栃
木
県

下
野
市
）
に
今
春
入
学
す
る
島

根
県
内
の
学
生
３
人
が
�
日
、

松
江
市
殿
町
の
県
庁
を
訪
れ
、

松
尾
紳
次
副
知
事
に
島
根
の
医

療
を
守
る
決
意
を
語
っ
た
。

　
松
江
南
高
校
出
身
の
亀
山
大

翔
さ
ん
（
�
）
は
「
島
根
県
の
医

療
を
守
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
て
う
れ
し
い
」
と
述
べ
、
平

田
高
校
出
身
の
加
藤
蒼
梧
さ
ん

（
�
）
は
「
人
間
的
に
も
成
長
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
医
師
に
な

り
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。
高

校
時
代
に
研
修
で
公
立
邑
智
病

院
（
島
根
県
邑
南
町
中
野
）
を

訪
れ
た
経
験
が
あ
る
出
雲
高
校

出
身
の
川
向
美
琴
さ
ん
（
�
）
は

「
実
際
に
現
場
を
見
て
地
域
医

療
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

　
松
尾
副
知
事
は
「
島
根
の
健

康
と
命
を
守
る
ド
ク
タ
ー
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

激
励
し
た
。

　
自
治
医
科
大
は
離
島
や
中
山

間
地
域
の
医
療
確
保
を
目
的
に

１
９
７
２
年
に
�
都
道
府
県
が

共
同
で
設
立
。
幅
広
い
医
療
分

野
を
担
う
総
合
診
療
医
の
育
成

な
ど
を
行
う
。
現
在
の
県
出
身

在
校
生
は
�
人
。
大
学
卒
業
後

一
定
期
間
、
県
内
で
勤
務
す
る

と
奨
学
金
の
返
済
が
全
額
免
除

と
な
る
。
　
　
　
　
　
（
原
暁
）

　
老
朽
化
が
進
む
鳥
取
県
日
南

町
生
山
の
町
立
日
南
病
院
の
将

来
像
を
考
え
る
「
日
南
病
院
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長

・
谷
口
晋
一
鳥
取
大
医
学
部
教

か
す
み

授
）
が
�
日
、
生
山
、
霞
両
地

区
に
ま
た
が
る
地
域
を
移
転
候

補
地
と
す
る
答
申
書
を
中
村
英

明
町
長
に
手
渡
し
た
。

　
町
と
病
院
は
答
申
を
基
に
具

体
的
な
移
転
場
所
を
決
め
、
２

０
２
４
年
度
中
に
新
病
院
の
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。
実
施
設

計
な
ど
を
経
て
�
年
度
に
建
て

替
え
に
着
工
し
、
�
年
度
の
開

業
を
目
指
す
。

　
答
申
書
は
候
補
地
と
し
た
理

由
と
し
て
、
町
中
心
部
で
交
通

の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
点
を

挙
げ
た
。
病
床
規
模
は
将
来
的

な
人
口
減
少
を
鑑
み
、
現
在
の

�
床
か
ら
、
�
～
�
床
の
範
囲

で
縮
小
す
る
こ
と
を
提
案
。
歯

科
や
総
合
診
療
を
新
設
し
、
診

療
科
目
を
現
在
の
８
科
目
か
ら

�
科
目
に
増
や
す
こ
と
も
盛
り

込
ん
だ
。

　
検
討
委
は
昨
年
６
月
か
ら
今

年
２
月
ま
で
５
回
の
会
合
を
重

ね
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も

踏
ま
え
答
申
書
を
ま
と
め
た
。

谷
口
委
員
長
は
「
町
民
の
思
い

や
働
き
手
の
働
き
や
す
さ
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
計

画
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
貫
公
哉
）

　
同
町
で
ペ
ッ
ト
が
死
ん
だ
場

合
、
飼
い
主
は
①
土
葬
②
本
土

で
火
葬
③
廃
棄
物
と
し
て
ご
み

処
理
場
に
持
ち
込
む
｜
と
い
う

方
法
し
か
な
い
。
本
土
で
の
火

葬
は
手
間
と
費
用
が
か
さ
む
こ

と
か
ら
飼
い
主
は
将
来
に
不
安

を
抱
く
。
負
担
が
大
き
く
な
る

高
齢
者
が
飼
育
を
諦
め
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。

　
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
住
民

数
人
が
約
２
４
０
０
人
の
署
名

を
集
め
、
２
０
２
２
年
９
月
定

例
町
議
会
に
火
葬
炉
設
置
を
求

め
る
請
願
を
提
出
し
、
採
択
さ

れ
た
。
一
方
、
町
は
検
討
の
結

果
、
公
設
公
営
は
難
し
い
と
判

断
。
町
環
境
課
の
原
秀
人
課
長

は
「
山
陰
両
県
で
公
設
公
営
の

ペ
ッ
ト
火
葬
炉
は
な
く
、
公
平

性
を
考
え
る
と
民
的
要
素
が
強

い
」
と
理
由
を
話
し
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
す
る
考
え
を

示
す
。

　
住
民
有
志
は
�
年
�
月
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
に
ま
る
サ
ポ
ー

ト
隠
岐
」
を
設
立
し
、
民
設
民

営
で
の
火
葬
場
設
置
に
向
け
て

動
き
出
し
た
。

　
火
葬
場
は
炉
と
建
屋
で
約
１

５
０
０
万
円
の
総
工
費
を
見
積

も
る
。
町
は
�
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
案
で
工
費
補
助
と
し

て
１
千
万
円
を
計
上
し
、
同
町

栄
町
に
あ
る
斎
場
の
敷
地
の
一

部
を
無
償
で
貸
し
出
す
考
え
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
員
は
�
人
余
り

と
少
な
く
、
残
り
５
０
０
万
円

の
資
金
分
担
が
困
難
な
た
め
、

４
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
。
広
く
浄
財
を
募

り
、
達
成
で
き
れ
ば
�
月
に
も

火
葬
場
の
運
営
を
始
め
た
い
と

し
て
い
る
。

　
理
事
長
の
村
上
操
さ
ん
（�
）

‖
隠
岐
の
島
町
津
戸
‖
は
、
持

ち
込
ま
れ
る
ペ
ッ
ト
は
年
間
�

～
�
匹
と
見
込
み
、
有
料
で
運

営
す
る
方
針
だ
が
「
商
売
に
は

な
ら
な
い
」
と
予
想
す
る
。
そ

れ
で
も
「
火
葬
炉
を
運
営
し
た

方
が
み
ん
な
の
役
に
立
つ
と

思
う
。
長
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　��地　域����年（令和６年）�月��日（水曜日）（第３種郵便物認可）


